


□2016年３月期 第３四半期の決算ハイライトです。

□日本の売上は、自動車、精密機器が堅調に推移し、食品・飲料関連の伸長もあ

り前年同期比増となりました。

□連結に組込まれる中国の第３四半期累計（１-９月）は、第３四半期より自動車等

で減速感が顕在化しているものの、前年同期比増となりました。

□その他の地域では、第２四半期に引き続き欧州、シンガポール、ベトナムが好

調を維持し、加えて米州やタイが堅調でした。

□当第３四半期累計においては、グループ全体で増収を確保、また営業利益につ

いても増益を確保しました。

□経常利益以下につきましては、人民元切下げによる外貨建て親子ローンの評価

損等の為替の影響もあり、前年同期には届きませんでした。

□ネット資金は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により、最終的には

期首から７億円の改善となりました。



□決算数値の概要です。

売上高は274億円で、前年同期比108％、 21億円の増収となりました。

営業利益は15.5億円、

経常利益は13.0億円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は9.1億円となりました。



□四半期ベースの売上高と営業利益の推移です。

□売上高・営業利益ともに、四半期ベースで過去最高水準となりました。

□なお、前第４四半期が一時的に減益となっているのは、創業40周年記念配当と

あわせ、記念賞与を支給したことや、研究開発投資等を前倒しで実施したことな

どによるものです。

□中期経営計画「バリュークリエーション１５」がスタートする前の2013年３月期と

比較すると、今年度の営業利益は約2.7倍と大きく伸長しました。



□地域別の売上高です。

□日本は、第２四半期の決算説明資料【今後の取組み】の中で説明したとおり、

「自動車、電子部品等の需要の確実な取込み」と「新規顧客開拓の推進」の２つ

に注力した結果、想定以上の売上を確保することができ、四半期ベースでは過去

最高水準となりました。

□中国は、経済成長の減速による市場環境の悪化が当第３四半期より顕在化し、

苦戦しましたが、お客様向けの商品説明会を積極的に行うなど販売活動を強化し

たことに加え、スマホ関連の中国ローカルメーカーの需要を着実に取込んだこと

などにより、当第３四半期の落ち込みは限定的でした。

□アジア他は、マーケティング部門を中心に、情報共有体制の充実に取組み、東

南アジアや欧州での拡販の成果により好調を維持しています。



□業種別売上高のグラフです。

□自動車は、日本は堅調に推移しました。中国は、経済成長の減速による市場環境

の悪化の影響を受けているものの、当第３四半期の落ち込みは限定的でした。

□日本、中国ともに飲料関連等の景気変動影響を受けにくい分野を強化しており、

当第３四半期ではグループ内の連携効果もあり、日本の食品・飲料関連が大きく

伸長しました。



□営業利益の増減グラフです。

□前年同期実績の14億円から、 売上高の増加に伴う利益増が５億円となったもの

の、製品構成の変化による原価率の悪化、研究開発投資等の増加に伴う販管費

の増加もあり、当第３四半期累計では15億円の実績となりました。



□経常利益の増減グラフです。

□前年同期実績の14億円から、

人民元切下げによる外貨建て親子ローンの評価損等の為替の影響により、

前年同期実績と比較し、為替差損が約２億円増加し、当第３四半期累計では、

前年同期比約１億円減の13億円となりました。

□親会社株主に帰属する四半期純利益も、同様の理由により減益となりました。

□今後は、海外グループにおける取引通貨の見直し等を行い、為替変動への対策

を講じるとともに、本業（営業利益）でしっかり稼ぐことに注力します。



□財務状況です。

□総資産は、売上債権の減少により、 24億円減少しました。

□総負債は、借入金の減少により、24億円減少しました。

□純資産は、５千万円の減少となりました。

□自己資本比率は、 4.2ポイント改善し、 52.1％となりました。

□減価償却費は、研究開発投資等により増加しました。



□2016年３月期 業績及び配当の予想です。

□通期の業績予想は、外部環境の不透明感は拭えませんが、自動車などで明る

い兆しが見え始め、比較的堅調な日本市場における受注活動の強化や、製造原

価の低減などによりリカバリーを図っていく所存であり、引き続き、2015年５月８日

公表の通期業績予想を据え置きます。尚、今後日本の受注動向等により業績予

想に変動が生じた場合には、速やかに公表します。

□配当につきましては、安定的な配当を継続していくことを基本に、年間配当は25円

を予定しています。その為にも、まずは2016年３月期の通期業績予想を確実に達

成できるよう、残り２ヶ月、全力で取組みます。

■各資料につきましては、弊社Webサイトよりご覧ください。

◆決算短信

http://www.punch.co.jp/ir/library/tanshin.html

◆決算説明資料

http://www.punch.co.jp/ir/library/setsumei.html














